
10月25日プロ野球ドラフト会議。「自分が選ばれる

訳がない」そんな思いを募らせながらテレビで様子を

見守った。開始から2時間が経過し育成ドラフトが始

まると、「広島東洋カープ第1巡選択希望選手大盛穂、

外野手、静岡産業大学」 ー。信じられない気持ちと

喜びが同時にやってきたと大盛選手はその時の気持

ちを振り返った。

「社会人になっても野球を続けたい」。仲間が3年の秋

で引退し就職活動を始める中、4年になっても野球を

続けた。今シーズンは東海地区大学野球静岡県リー

グ春季リーグで自身初の首位打者を獲得。秋季リー

グではベストナインにも選出された。「社会人野球へ

進む」と決意して臨んだトライアウトでは思うような

結果が得られず、苦しんだ時期もあった。プロ野球

志望届の提出も「苦し紛れの提出でした」と大盛選手

は話す。

「今はあくまで育
※

成選手。1日でも早く支配下登録を

勝ち取って、スポーツのまち磐田で育ててもらった

ことを野球界でアピールしたい」。4年間の努力を糧

に厳しいプロの世界へ羽ばたく大盛選手の成長に期

待したい。

※育成選手…支配下選手枠のほかに、育成を目的として選手を保有できる
　制度。2軍の試合には出場できるが、1軍の公式戦には出られない。活
　躍が認められ支配下登録されれば、1軍の公式戦へ出場が可能となる。
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1996年大阪府生まれ。中泉在住。
大学進学で磐田へ。2018年プロ野球ドラフト会議で
広島東洋カープから育成ドラフト1位で指名される。
野球、学業だけでなく、市内の居酒屋でアルバイト
をしながら野球を続けた。3年秋からは部員60人を
束ねるキャプテンも務めた。
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